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モンスターエナジー

Hi-STANDARD主催の
ロックフェス「AIR JAM」が、8年ぶりに復活！

モンスターエナジーを飲んで、AIR JAM 2026に行こう
キャンペーンを10月1日（木）より開催！

2026年9月30日報道関係各位

国内No.1エナジードリンク（※）のモンスターエナジーは、2026年10月1日(木)～10月31日(土)の期間、
Hi-STANDARD主催のロックフェスティバル「AIR JAM 2026」のペアチケットなどが当たる「モンスターエナジーを飲ん
で、AIR JAM 2026に行こう」キャンペーンをベルク限定で開催いたします。
※飲料総研推計 エナジードリンク市場 2025年1月～12月メーカー販売箱数（日本国内）

「AIR JAM」は、Hi-STANDARDが自ら主催し、1997年にスタートしたロックフェスティバル。パンク／ロックを軸に
国内外のアーティストが集結し、音楽だけではなく、スケートボードやBMX、ファッションやアートなどの様々なカルチャー
を巻き込みながら、独自の熱狂を生み出してきました。2000年の開催後、Hi-STANDARDの活動休止を経て、
2011年に11年ぶりの復活。その後も不定期に開催され、バンドと音楽ファンを世代を超えてつないできたAIR JAM
が、前回開催の2018年以来8年ぶりに帰ってきます。「AIR JAM 2026」には、Hi-STANDARDをはじめ国内外
の豪華アーティストが集結。モンスターファミリーのMAN WITH A MISSION、マキシマム ザ ホルモンも出演します。
そんな「AIR JAM 2026」の熱狂を体感できるチャンスを、モンスターエナジーがベルク限定でお届けします。

本キャンペーンはベルクの対象店舗にて、モンスター商品を購入し、レシートを撮影後、キャンペーンサイトにアップ
ロードすることで応募できます。モンスター商品を6本購入で、一般発売分が好評につきすでに完売している「AIR 
JAM 2026」のペアチケットが当たります。2本購入では、音楽フェスでも活躍する「モンスターエナジー ボディバッグ」や、
ベルク各店舗で使用できる「ベルクPay」に応募することができます。

音楽シーンを彩る豪華アーティストたちが「AIR JAM 2026」に集結。8年ぶりの復活を果たした今秋、伝説が巻き
起こる熱狂ライブに飛び込め！モンスターを飲んで、一般発売では手に入らないプレミアムチケットを手に入れろ！

キャンペーンURL：https://sslcamp.jp/monsterairjam/

モンスター公式X：@MonsterEnergyJP

https://sslcamp.jp/monsterairjam/
https://x.com/MonsterEnergyJP
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名称  ：「モンスターエナジーを飲んで、AIR JAM 2026に行こう」
キャンペーン期間  ：2026年10月1日(木)～10月31日(土) 
対象店舗  ：ベルク
応募方法  ：対象店舗でモンスター商品を必要本数分購入し、

 レシートをキャンペーンサイトからアップロードして応募
キャンペーンサイトURL ：https://sslcamp.jp/monsterairjam/

対象商品  ：取り扱いの全モンスター商品
賞品  ：＜抽選コース＞
  6本で応募

  AIR JAM 2026 ペアチケット 計5組10名   
2本で応募
モンスターエナジー ボディバッグ 20名
ベルクPay3,000円分    30名 

■賞品概要

モンスターエナジー ボディバッグ

■キャンペーン概要

ベルクPay

AIR JAM 2026 イベントチケット

https://sslcamp.jp/monsterairjam/
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■AIR JAM 2026 開催概要

日程：2026年11月7日（土）
場所：ZOZOマリンスタジアム
主催：Hi-STANDARD
URL：https://airjam.jp/

出演（五十音順）：
10-FEET、ENTH、HEY-SMITH、HUSKING BEE、KUZIRA、LAGWAGON、MAN WITH A MISSION、
DANCE HALL CRASHERS、ザ・クロマニヨンズ、Hi-STANDARD、マキシマム ザ ホルモン

■AIR JAMについて

語り継がれる伝説の音楽イベント “AIR JAM”
1997年、Hi-STANDARDの呼びかけにより、PUNK/LOUD系アーティストとスケートボードなどのストリートカルチャーが
融合するイベントとして第一回を開催。ライブハウスで切磋 琢磨していたインディーズバンドが集結し、1,980円という破格
のチケット代も話題を呼び、 15,000人を動員した。
翌1998年には豊洲ベイサイドスクエアへ規模を拡大し30,000人を動員。
2000年には千葉マリンスタジアムで開催され、先行3万枚が30分で完売、35,000人を動員するなどAIR JAMは
日本の野外フェス文化を象徴する存在へと成長した。
11年ぶりに復活した2011年横浜スタジアムでは応募総数22万枚を記録。
2012年には念願の東北開催、2016年には初の西日本開催、2018年にはZOZOマリンスタジアム開催を実現し、
各地で数万人規模の熱狂を生み出してきた。
そして2026年、前回から8年の時を経て「AIR JAM」が再び帰ってくる。

https://airjam.jp/
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